










  （１）シオニズムとパレスチナ問題 











  （２）パレスチナ問題に直面したフランスの葛藤 
  （３）ソ連の分割案支持に潜むイギリスの「存在」 







































































































































































ていった。1948年 3月までに、約 75,000人のパレスチナ人が難民化したと見られている 17。
1947年 11月 29日、国連総会における国連パレスチナ分割決議案可決から、イスラエル建
国の日に当たる 1948年 5月 15日までに、約 38万人のパレスチナ人が難民となった。国
連の報告（United Nations Relief and Works Agency: UNRWA）では、第一次中東戦争終
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万 4千人であり、全人口の 5％から 6％に相当した。1922年までにこの割合はちょうど 11％
に上昇した。1882年から 1948年の間にヨーロッパからパレスチナに移住したユダヤ人の
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  ② 委任統治は、終了すべきである。 
  ③ 連邦国家が創設され、その国家はアラブ人とユダヤ人で構成される。 
 ④ ユダヤ人の権利（民族的、文化的、言語的、宗教的）は、連邦国家によって完全
に保護される。 
  ⑤ あらゆる宗教施設は保護され、諸委員会がこの目的のために創設されるだろう。 
  ⑥ 移民は決められた一定数を除いて禁止すべきであり、将来の移民に関する法律は、
独立後の新国家によって整備されるべきである。 

















                                                          
97 UNSCOP Report Vol.Ⅱ, op.cit., p.40. 
98 Ibid., p.47. 
99 Khalidi, Walid. Revisiting the UNGA Partition Resolution, Journal of Palestine Studies, Vol.27, 





































                                                          
100 UNSCOP Report Vol.Ⅰ, op.cit., p.54. 
101 Pappe (1992), op.cit., p.31. 
102 Ibid, pp.31-32. 


































                                                          














































多数派は、この基本原則をアラブ・ユダヤ両国家の独立承認の前提条件とした。UNSCOP Report vol.Ⅰ, 
op.cit., p.50. 
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33 
 
   5. 国防、外交、移民、通貨、連邦目的の課税、通信、著作権、特許権に関する完全
な権限が、連邦政府に付与される。 




   7. 政府機関は、元首、執行部、二院制で構成された連邦立法議会、連邦裁判所を含
むこととする。 
    8. 連邦立法議会の一院の選挙は、国民全体の比例代表制を基礎とし、他方の一院
の選挙は、パレスチナのアラブ人とユダヤ人の平等な数の代表を基礎とする。 
9. 法律案は、両院の投票の過半数で議決された時に成立する。両院で不一致とな
った場合、同法律案は、少なくともアラブ人 2名とユダヤ人 2名を含めた 5人の
委員から成る調停委員会に付されることとする。 
    10. 連邦裁判所は、憲法上の問題について提訴する終審裁判所となる。少なくとも 4
名のアラブ人と 3 名のユダヤ人を含めた連邦裁判所の判事は、連邦立法議会の両
院によって選出される。 
    11. 憲法は、すべてのマイノリティに平等な権利および基本的人権と自由を保証さ
れる。 
12. 憲法は、聖地への自由な往来と宗教的利益の保護を保証する。 
    13.  憲法は、平和的な手段によって国際的な紛争を解決する保証の規定を設ける。 
    14. 単一のパレスチナの国籍と市民権が付与される。 





   17. 移行期間の開始から3年の間に、ユダヤ移民はその吸収能力を超えない人数で、
さらにその州内で暮らしている住民の権利、および予想される自然増加率に関心
を払うことで、ユダヤ州への入国を認められる。 
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続いて第二の決議文は、「ユダヤ難民と戦争避難民に関する決議案（Draft Resolution of 
Jewish Refugee and Displaced Persons）」を扱うものであった。第二の決議文の概要は、
以下の通りである。 
 
  （ⅰ） 難民発生の元の国は、ユダヤ人難民と戦争による難民を、彼らの属する本国
に帰還させ、生活のための再定住に向けてあらゆる可能な限りの援助を与える
ように要請されるべきである。 
  （ⅱ） 本国に帰還できないユダヤ人難民と戦争による難民は、各国の面積と経済資
源、一人当たりの国民所得と他の関連する諸要因に比例し、国際連合加盟国の
領土に受け入れられるべきである。 
  （ⅲ） 国際連合加盟国に対して、ユダヤ人難民と戦争による難民を加盟諸国領土に
定住させるための割り当て計画を受諾するよう勧告するために、総会の特別委
                                                          
159 Ibid, pp.59-60.（木村申二『パレスチナ分割‐パレスチナ問題研究序説‐』（第三書館、2002年）、516
－517頁）。 
160 Ad hoc Committee on the Palestinian Question Report of Sub-Committee 2, A/AC.14/32, (11 
























Resolution on the Constitution and Future Government of Palestine）」として取り扱わ
れた。単一国家案の指針となった第三の決議文の概要は、以下の通りである。 
 
  （１） 市民のすべての重要な宗派の代表からなり、その各代表は各派の人口に比例
した、暫定政府が極力早期にパレスチナに樹立されること。 
  （２） 現在のパレスチナ行政府の権限と機能は、暫定政府が樹立され次第、可及的
速やかに同政府に委譲されること。 
   （３） 暫定政府が樹立され次第、委任統治当局は速やかに撤兵と行政の委譲を開始
し、一年以内にそれを完了すること。 
  （４） 暫定政府は、実行可能な限り極力、速やかに制憲議会設立のための選挙法を
制定し、選挙人登録の準備を行い、制憲議会の選挙を実施すること。 
  （５） 制憲議会は立法府としても機能し、暫定政府は立法府の選挙が新しい憲法に
より実施されるまでは、その責任を果たすこと。 
  （６） パレスチナの憲法作成の業務は、次の諸原則を厳格に守ることを条件として、
制憲議会に任せられること。 
   （ⅰ） パレスチナは単一の主権国家であること。 





   （ⅱ） パレスチナは選ばれた立法府と立法府に責任を負う行政府とを定める、民
主的な憲法を有すること。 
   （ⅲ） 憲法は、現状に即したその不可侵、施設の維持、立ち入りの自由、崇拝の
自由などを含む聖地の神聖さを保証すること。 
   （ⅳ） 憲法は、人権の尊重と、人種、性別、言語、宗教による差別をしない基本
的自由と、現状に即した（属人法の事件を取り扱う分離された宗教法廷の維
持を含む）宗教的信条、礼拝の自由の尊重を保証すること。 
   （ⅴ） 憲法は、公的機関によって運営される教育施設に加え、通常の政府の監督
と検査を条件として、宗教団体や他の組織、個人が彼ら自身の教育施設を保
持する権利を保証すること。 
   （ⅵ） 憲法は、ユダヤ人が多数を占める地域において、公用の第二外国語として
ヘブライ語を使うユダヤ人の権利を認めること。 
     （ⅶ） 帰化と市民権についての法律は、申請者が制憲議会で定められた継続した
期間、合法的なパレスチナの居住者であることを特に規定すること。 
   （ⅷ） 憲法は、立法府がすべての市民の重要な宗派をその数に比例して適切に代
表するものであることを保証すること。 
   （ⅸ） 憲法は、また執行部と行政府の職員数が立法府の代表配分を適切に反映す
るよう規定すること。 
   （ⅹ） 憲法は、地方行政機関に対し、教育、保健、その他の社会サービスに関連
した事項の広範な自治を付与する権限を立法府に与えること。 
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一方でイギリス軍参謀本部（The Chiefs of Staff ’s）の望んだ解決法は、次のようなもの
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9 月 9 日にフランスは、穏健な姿勢を原則的に維持することを決め、アメリカとイギリ
スが自国の見解を明らかにするまで、フランスはその立場を公表しないことにした。同時
に、ユダヤ人とアラブ人にとって受諾しうる満足な解決策が練られるべきであり、分割案
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っていた。4 月 25 日に駐仏エジプト大使であるサルワト・ベイ（Sarwat Bey）は、イギ
リス委任統治の即座の終結、独立したアラブ国家の創設、そしてユダヤ移民の停止に関す






フランスに対する圧力は、フランスの支配地域からも生じた。11 月 28 日、国連のフラ
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迫害を生き抜いたユダヤ難民の苦難に大いに影響を受けており 210、特に 1947年 7月に発
生したエクソダス（Exodus）号事件は、パレスチナへの不法移民行動に関して同情的なフ
ランスの世論を形成する象徴的な出来事であった 211。 
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格的な戦闘が両民族間で開始された。本稿の冒頭でも述べたように、1947 年 12 月から第
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